
　（1） 日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

支支
部部
設設
立立
六六
十十
五五
周周
年年
のの
節節
目目
祝祝
うう  

  

式式
典典
とと
祝祝
賀賀
会会
、、
盛盛
会会
裡裡
にに
終終
了了  

  

高高  

橋橋  

雄雄  

悦悦  

 
 

 
  

     
 

 
                 

 
        

    
 
 
 

 
 

支
部
設
立
六
十
五
周
年
記
念
式
典
と

祝
賀
会
が
十
一
月
二
十
三
日
、
秋
田
市

の
協
働
大
町
ビ
ル
で
開
か
れ
た
。
会
員

ら
二
十
一
人
が
出
席
し
て
節
目
を
祝
う

と
と
も
に
、
支
部
の
一
層
の
発
展
を
誓

い
合
っ
た
。 

 

冒
頭
、
物
故
会
員
へ
の
黙
祷
を
行
っ

た
後
、
小
松
芳
美
事
務
局
長
の
司
会
で

式
典
を
進
め
た
。 

佐
藤
和
志
支
部
長
が
あ
い
さ
つ
。「
今
、 

 

全
国
で
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
注
目
さ
れ
て

お
り
、
山
岳
会
と
し
て
も
ク
ラ
イ
ミ
ン 

グ
に
力
を
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
今
後
、
若
い
人
に
入
会

し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
支
部
そ
の
も

の
が
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
設
立
七
十
周
年
に
向
け
て
会
員
の

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と

述
べ
た
。 

 

引
き
続
き
、
支
部
設
立
当
時
か
ら
の

唯
一
の
会
員
で
あ
る
長
岩
嘉
悦
名
誉
顧

問
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披

露
さ
れ
た
。 

記
念
講
演
で
は
、
鈴
木
裕
子
顧
問
が

「
支
部
設
立
六
十
五
周
年
に
思
う
」
と

題
し
て
、
支
部
が
取
り
組
ん
で
き
た
国

内
外
の
山
行
を
振
り
返
っ
た
。 

 

初
代
支
部
長
と
は
知
ら
ず
に
、
荒
巻

廣
政
先
生
に
お
願
い
し
て
登
っ
た
最
初

の
太
平
山
登
山
か
ら
説
き
起
こ
し
、
初

の
海
外
登
山
と
な
っ
た
韓
国
・
智
異
山

交
流
登
山
な
ど
多
く
の
訪
韓
・
訪
台
親

善
登
山
を
通
じ
て
得
た
山
行
の
思
い
出

や
岳
友
と
の
貴
重
な
交
流
に
つ
い
て
、

ス
ラ
イ
ド
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
た
。 

 

特
に
、
日
本
山
岳
会
百
周
年
記
念
事
業

の
中
央
分
水
嶺
踏
査
登
山
（
平
成
十
五

～
十
八
年
）
で
奥
羽
山
脈
を
縦
断
し
た 

経
験
に
つ
い
て
触
れ
「
残
雪
期
で
大
変

な
思
い
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
今
振

り
返
れ
ば
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
述

べ
た
。 

そ
の
上
で
「
こ
と
し
は
大
病
し
た
が
、

設
立
七
十
周
年
、
八
十
周
年
を
目
標
に

ま
た
皆
さ
ん
と
山
に
登
れ
る
よ
う
頑
張

り
た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。
最
後
に

参
加
者
全
員
に
よ
る
記
念
撮
影
で
式
典

を
終
え
た
。 

 

会
場
を
隣
室
に
移
し
て
開
い
た
祝
賀 

会
は
、
高
橋
雄
悦
会
員
の
司
会
で
進
行

し
た
。
鎌
田
倫
夫
副
支
部
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
佐
々
木
民
秀
顧
問
の
音
頭

で
乾
杯
し
た
。 

懇
親
の
合
間
に
は
出
席
者
が
一
人
ず

つ
近
況
を
報
告
。「
山
は
人
や
自
然
と
の

出
会
い
の
場
。
山
を
歩
い
て
い
る
と
希

望
が
湧
い
て
く
る
。
こ
れ
か
ら
も
山
歩

き
を
続
け
た
い
」
な
ど
と
抱
負
を
語
っ

て
い
た
。 

 

山
の
会
な
ら
で
は
の
趣
向
と
し
て
全

員
で
秋
田
県
民
歌
、
坊
が
つ
る
讃
歌
、

岳
人
の
歌
を
合
唱
。
和
気
あ
い
あ
い
と
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（2）　日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

し
た
雰
囲
気
の
中
で
旧
交
を
温
め
合
っ

た
。
最
後
は
今
野
昌
雄
顧
問
の
一
本
締

め
で
祝
賀
会
を
閉
じ
た
。 

会
場
に
は
佐
々
木
顧
問
が
長
年
収
集
、

保
管
し
て
き
た
支
部
の
歴
史
を
物
語
る

貴
重
な
資
料
や
図
書
が
多
数
展
示
さ
れ
、

式
典
の
合
間
に
参
加
者
が
熱
心
に
見
入

っ
て
い
た
。 

 

な
お
、
次
の
方
々
か
ら
ご
芳
志
な
ど

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
（
敬
称
略
） 

ごご
芳芳
志志  

  

二
万
円 

長
岩
嘉
悦 

五
千
円 

佐
々
木
民
秀 

鈴
木
裕
子 

 
 
 
 
 

鎌
田
倫
夫 

四
千
円 

福
田
光
子  

おお  

酒酒 
 

佐
藤
和
志 

 

今
野
昌
雄 

 

出出
席席
者者  

佐
藤
和
志 

佐
々
木
民
秀 

今
野
昌
雄 

福
田
光
子 

高
橋 

守 

佐
藤
助
雄 

田
口
善
信 

柳
田
勇
悦 

柳
田
ル
イ
子 

若
月 

寿 

鈴
木
裕
子 

鎌
田
倫
夫 

 

佐
藤 

博 

大
橋
忠
雄 

柴
田 

勧 
 

後
藤
浩
二 

三
浦
昭
男 

高
橋
吉
一 

 

畠
山 

靖 

小
松
芳
美 

高
橋
雄
悦 

 

  

山山
のの
日日
でで
新新
聞聞
広広
告告  

  

支支
部部
旗旗
をを
五五
本本
新新
調調  

  
  
  
  
  

佐佐
藤藤
支支
部部
長長
がが
寄寄
贈贈  

  

祝
賀
会
で
は
、
八
月
十
一
日
の
「
山

の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
地
元
紙
の
一
面

に
秋
田
支
部
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
こ

と
が
紹
介
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
山
行
時

の
写
真
撮
影
な
ど
の
際
に
活
用
す
る
た

め
の
新
し
い
支
部
旗
五
本
が
支
部
に
寄

贈
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
佐
藤
支
部
長
の

厚
意
で
実
現
し
、
祝
賀
会
の
席
上
で
会

員
を
代
表
し
て
佐
藤
助
雄
会
員
が
佐
藤

支
部
長
か
ら
受
け
取
っ
た
。
佐
藤
助
雄

会
員
、
高
橋
吉
一
会
員
、
歩
仁
内
昌
樹

会
員
、
高
橋
雄
悦
会
員
、
小
松
芳
美
事

務
局
長
が
一
本
ず
つ
保
管
す
る
。 

 

六六
十十
五五
座座
ララ
リリ
ーー
のの
実実
施施
状状
況況
にに

つつ
いい
てて
（（
経経
過過
報報
告告
））  

  
  
  
  
  
  
  
  

小小
松松
芳芳
美美  

 

四
月
二
十
日
開
催
の
通
常
総
会
で
、

支
部
設
立
六
十
五
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
「
六
十
五
座
ラ
リ
ー
」
の
実

施
が
決
定
し
た
。
十
一
月
二
十
五
日
現

在
の
達
成
状
況
は
、
六
十
四
座
。
最
終

的
に
六
十
五
座
を
超
え
る
勢
い
で
あ
る
。

ラ
リ
ー
は
年
度
末
の
三
月
ま
で
継
続
し

て
お
り
、
引
き
続
き
皆
様
か
ら
の
山
行

報
告
を
期
待
し
て
い
る
。
登
頂
済
み
六

十
四
座
は
次
の
通
り
。 

▽
剣
ケ
峰
▽
鹿
島
槍
南
峰
▽
鹿
島
槍

北
峰
▽
五
龍
岳
▽
唐
松
岳
▽
爺
ケ
岳
▽

布
引
山
▽
西
穂
高
丸
山
▽
大
黒
岳
（
以

上
長
野
県
）
▽
新
山
▽
七
高
山
▽
以
東

岳
（
山
形
県
）
▽
男
岳
▽
八
幡
平
▽
茶

臼
岳
▽
三
ツ
石
山
（
岩
手
県
）
▽
祝
瓶

山
（
山
形
県
）
▽
猫
ケ
魔
岳
▽
猫
石
（
以

上
福
島
県
）
▽
山
伏
岳
▽
須
金
岳
（
宮

城
県
）
▽
大
白
森
▽
白
岩
岳
▽
奥
岳
▽

丁
岳
▽
小
白
森
山
▽
大
石
岳
▽
剣
岳
▽

竜
ケ
森
▽
小
岳
▽
御
衣
森
▽
中
岳
▽
相

ノ
山
（
岩
手
県
）
▽
木
和
田
山
▽
七
滝

山
▽
前
岳
▽
霊
峰
▽
本
山
▽
八
塩
山
▽

毛
無
山
▽
姫
ケ
岳(

阿
仁
）
▽
日
住
山
▽

真
山
▽
太
平
山
（
羽
後
）
▽
大
平
薬
師

▽
房
住
山
▽
高
山
▽
高
尾
山
▽
大
平
山

（
姫
神
山
）
▽
岩
谷
山
▽
虚
空
蔵
山
▽

寒
風
山
▽
七
ツ
森
（
岩
手
県
）
▽
観
音

森
（
岩
城
）
▽
姫
ガ
岳
（
男
鹿
）
▽
駒

鳴
峠
▽
白
山
▽
権
現
座
▽
母
谷
山
▽
大

平
山
（
刈
和
野
）
▽
妙
見
山
▽
茂
谷
山

（
能
代
）
▽
八
宗
山
▽
高
城
山 

 

東東
北北
・・
北北
海海
道道
地地
区区
集集
会会
のの  

秋秋
田田
開開
催催
にに
つつ
いい
てて  

  
  
  
  
  
  
  
  

小小
松松
芳芳
美美  

七
月
十
二
日
の
福
島
集
会
で
、
東

北
・
北
海
道
地
区
の
第
三
十
九
回
集
会

（
令
和
八
年
予
定
）
の
秋
田
開
催
が
内

定
し
た
。 

開
催
準
備
に
当
た
り
、
秋
田
支
部
の

現
状
や
力
量
（
会
員
減
少
、
高
齢
化
、

事
務
局
の
経
験
不
足
な
ど
）
を
勘
案
し
、

方
向
性
を
次
の
よ
う
に
捕
え
て
い
る
。 

・
秋
田
市
か
ら
比
較
的
に
近
い
開
催
場

所
と
山
行
地
と
す
る 

・
宿
泊
人
員
の
多
い
施
設
を
会
場
と
し

て
選
定
す
る 

・
登
山
の
難
易
度
が
低
い
山
を
選
定
す

る―

な
ど
で
あ
る 

 

現
段
階
で
は
次
の
実
施
要
領
を
有
力

と
考
え
て
い
る 

・
開
催
日 

令
和
八
年
七
月
十
日
（
土
）
、

十
一
日
（
日
） 

・
会
場 

男
鹿
市
及
び
大
潟
村
の
施
設 

・
山
行
と
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
案 

寒
風
山

を
メ
イ
ン
と
し
た
山
行
コ
ー
ス
と
散
策

コ
ー
ス
の
候
補
地
を
同
地
区
で
選
定 

 

今
後
は
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
な
ど
を
考
慮
し
、
打
開
策
を
練
り

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。
会
員
各

位
に
は
趣
旨
を
理
解
の
上
、
ご
協
力
を

切
に
お
願
い
し
た
い
。 

貴貴重重なな資資料料にに  
見見入入るる参参加加者者  

ゆゆ
っっ
くく
りり
山山
行行  

第第
二二
回回
はは
房房
住住
山山
へへ  

鎌鎌
田田
倫倫
夫夫  

九
月
二
十
八
日
（
土
）
集
合
場
所
の

厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
は
予
定

通
り
の
七
名
が
集
ま
り
上
小
阿
仁
村
の

房
住
山
に
向
か
っ
た
。 

夏
の
水
害
で
一
部
片
側
通
行
の
情
報

が
あ
っ
た
の
で
町
の
観
光
協
会
へ
事
前

に
問
い
合
わ
せ
て
お
い
た
。 

登
山
口
の
「
ぼ
う
じ
ゅ
館
」
に
立
ち

寄
っ
て
か
ら
駐
車
場
に
向
か
う
と
若
月

寿
会
員
が
待
っ
て
お
り
、
八
名
全
員
が

揃
っ
た
と
こ
ろ
で
出
発
す
る
。 

 

出
発
し
て
間
も
な
く
房
住
神
社
に
着

き
参
拝
し
て
無
事
を
祈
る
。
稜
線
は
一

番
か
ら
の
縦
走
コ
ー
ス
の
合
流
点
に
な

っ
て
お
り
ベ
ン
チ
も
あ
り
休
憩
す
る
。

最
近
刈
り
払
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
歩
道

は
歩
き
易
く
と
て
も
快
適
で
あ
る
。 

こ
の
コ
ー
ス
は
平
成
二
十
七
年
十
月

三
十
一
日
に
秋
田
支
部
で
企
画
し
て
お

り
、
当
時
は
三
階
建
て
の
山
頂
小
屋
は

蛍
光
灯
付
き
の
休
憩
室
に
な
っ
て
い
た

が
、
現
在
三
階
の
休
憩
室
は
使
用
で
き

ず
、
二
階
の
展
望
室
ま
で
も
注
意
し
て

上
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

尚
、
ぼ
う
じ
ゅ
館
の
管
理
人
に
聞
い

た
と
こ
ろ
修
理
の
予
定
は
な
い
そ
う
だ
。 

参参
加加
者者 

柳
田
勇
悦 

若
月 

寿 

鎌
田
倫
夫 

三
浦
昭
男 

会
員
外
四
人 

 
  

個個
人人
山山
行行
報報
告告  

  
  
  
  
  
  
  
  

  

「「
御御
衣衣
森森
」」
再再
訪訪  

歩歩
仁仁
内内
昌昌
樹樹  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

あ
る
人
か
ら
「
御
衣
森
（
み
そ
も
り
）

ま
で
の
道
が
で
き
て
い
る
」
と
聞
い
た

時
は
、
ま
さ
か
と
思
っ
た…

。 

御
衣
森
は
太
平
山
の
東
側
に
位
置
す

る
標
高
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
で
、

登
山
道
は
な
い
。
奥
岳
山
頂
か
ら
延
び

る
尾
根
を
進
む
こ
と
に
な
る
が
、
一
〇

五
四
メ
ー
ト
ル
と
九
六
六
メ
ー
ト
ル
の

ピ
ー
ク
を
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
激
し
く
、
何
よ

り
も
、
猛
烈
な
藪
漕
ぎ
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。 

ピ
ッ
タ
リ
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
い

う
山
頂
以
外
に
、
眺
望
が
優
れ
て
い
る

訳
で
も
な
く
、
一
般
登
山
者
向
け
と
は

言
え
な
い
た
め
、
道
が
で
き
て
い
る
と

い
う
話
は
信
じ
難
か
っ
た
。 

是
非
と
も
自
分
で
確
か
め
て
み
た
い

と
思
い
、
令
和
六
年
九
月
二
十
九
日
に

太
平
山
野
田
コ
ー
ス
を
出
発
し
た
。 

私
が
御
衣
森
を
知
っ
た
の
は
平
成
二

十
二
年
の
時
で
あ
る
。
日
本
山
岳
会
に

入
会
す
る
以
前
で
、
私
は
大
橋
忠
雄
会

員
と
山
行
を
共
に
す
る
こ
と
が
あ
り
、

こ
の
年
の
十
一
月
二
十
八
日
に
大
橋
さ

ん
か
ら
誘
わ
れ
て
御
衣
森
を
登
頂
し
て

い
る
。 

十
四
年
も
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ

の
山
行
は
今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

旭
又
コ
ー
ス
を
六
時
に
出
発
し
た
が
、

登
山
口
に
戻
っ
た
の
は
十
八
時
で
あ
っ

た
。
日
が
短
く
な
っ
た
時
期
で
、
奥
岳

山
頂
か
ら
は
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
点
け
て

下
山
し
た
。 

奥
岳
か
ら
御
衣
森
の
間
は
あ
ま
り
の

藪
漕
ぎ
で
往
路
と
復
路
に
そ
れ
ぞ
れ
一

度
ず
つ
ル
ー
ト
を
見
失
い
、
特
に
復
路

で
は
現
在
地
も
分
か
ら
な
く
な
り
、
ビ

バ
ー
ク
を
覚
悟
し
た
。 

先
を
歩
く
大
橋
さ
ん
が
三
メ
ー
ト
ル

離
れ
る
と
姿
が
見
え
な
く
な
る
程
の
藪

で
、
市
販
の
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
伸
ば

し
な
が
ら
進
ん
だ
の
は
、
こ
の
時
が
最

初
で
最
後
で
あ
る
。 

正
直
、
現
在
地
が
分
か
ら
な
く
な
っ

た
時
、
私
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
て
い
た
。 

「
ぶ
に
う
ち
く
ん
、
ま
ず
は
座
っ
て
、

何
か
食
べ
よ
う
」
と
大
橋
さ
ん
か
ら
声

を
掛
け
ら
れ
、
あ
ん
パ
ン
を
食
べ
た
ら

落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
こ
と
が
忘
れ

ら
れ
な
い
。 

も
う
訪
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て

い
た
御
衣
森
で
あ
っ
た
が
、
二
回
目
の

登
頂
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

シ
メ
沢
、
貝
倉
沢
を
詰
め
て
太
平
山

を
下
山
す
る
沢．
ヤ．
が
拓
い
た
道
で
あ
る

た
め
、
登
山
道
と
言
え
る
立
派
な
も
の

で
は
な
い
が
、
藪
漕
ぎ
を
し
な
い
で
歩

く
こ
と
が
で
き
た
。 

十
四
年
前
に
大
橋
さ
ん
が
記
念
に
と

鉈
目
を
入
れ
た
山
頂
の
立
木
は
見
付
け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
何
も
な

か
っ
た
山
頂
に
は
堀
井
弘
顧
問
製
作
の

看
板
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。 

ココ
ーー
スス
タタ
イイ
ムム 

７:

０
０
登
山
口 

～
９:

４
０
奥
岳
～
１
０:

５
０
御
衣
森

（
昼
食
）
～
１
２:

３
０
奥
岳
～
１
４:

５
０ 

登
山
口 

 
  

（
単
独
行
） 



　（3） 日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

し
た
雰
囲
気
の
中
で
旧
交
を
温
め
合
っ

た
。
最
後
は
今
野
昌
雄
顧
問
の
一
本
締

め
で
祝
賀
会
を
閉
じ
た
。 

会
場
に
は
佐
々
木
顧
問
が
長
年
収
集
、

保
管
し
て
き
た
支
部
の
歴
史
を
物
語
る

貴
重
な
資
料
や
図
書
が
多
数
展
示
さ
れ
、

式
典
の
合
間
に
参
加
者
が
熱
心
に
見
入

っ
て
い
た
。 

 

な
お
、
次
の
方
々
か
ら
ご
芳
志
な
ど

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
（
敬
称
略
） 

ごご
芳芳
志志  

  

二
万
円 

長
岩
嘉
悦 

五
千
円 

佐
々
木
民
秀 

鈴
木
裕
子 

 
 
 
 
 

鎌
田
倫
夫 

四
千
円 

福
田
光
子  

おお  

酒酒 
 

佐
藤
和
志 

 

今
野
昌
雄 

 

出出
席席
者者  

佐
藤
和
志 

佐
々
木
民
秀 

今
野
昌
雄 

福
田
光
子 

高
橋 

守 

佐
藤
助
雄 

田
口
善
信 

柳
田
勇
悦 

柳
田
ル
イ
子 

若
月 

寿 

鈴
木
裕
子 

鎌
田
倫
夫 

 

佐
藤 

博 

大
橋
忠
雄 

柴
田 

勧 
 

後
藤
浩
二 

三
浦
昭
男 

高
橋
吉
一 

 

畠
山 

靖 

小
松
芳
美 

高
橋
雄
悦 

 

  

山山
のの
日日
でで
新新
聞聞
広広
告告  

  

支支
部部
旗旗
をを
五五
本本
新新
調調  

  
  
  
  
  

佐佐
藤藤
支支
部部
長長
がが
寄寄
贈贈  

  

祝
賀
会
で
は
、
八
月
十
一
日
の
「
山

の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
地
元
紙
の
一
面

に
秋
田
支
部
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
こ

と
が
紹
介
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
山
行
時

の
写
真
撮
影
な
ど
の
際
に
活
用
す
る
た

め
の
新
し
い
支
部
旗
五
本
が
支
部
に
寄

贈
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
佐
藤
支
部
長
の

厚
意
で
実
現
し
、
祝
賀
会
の
席
上
で
会

員
を
代
表
し
て
佐
藤
助
雄
会
員
が
佐
藤

支
部
長
か
ら
受
け
取
っ
た
。
佐
藤
助
雄

会
員
、
高
橋
吉
一
会
員
、
歩
仁
内
昌
樹

会
員
、
高
橋
雄
悦
会
員
、
小
松
芳
美
事

務
局
長
が
一
本
ず
つ
保
管
す
る
。 

 

六六
十十
五五
座座
ララ
リリ
ーー
のの
実実
施施
状状
況況
にに

つつ
いい
てて
（（
経経
過過
報報
告告
））  

  
  
  
  
  
  
  
  

小小
松松
芳芳
美美  

 

四
月
二
十
日
開
催
の
通
常
総
会
で
、

支
部
設
立
六
十
五
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
「
六
十
五
座
ラ
リ
ー
」
の
実

施
が
決
定
し
た
。
十
一
月
二
十
五
日
現

在
の
達
成
状
況
は
、
六
十
四
座
。
最
終

的
に
六
十
五
座
を
超
え
る
勢
い
で
あ
る
。

ラ
リ
ー
は
年
度
末
の
三
月
ま
で
継
続
し

て
お
り
、
引
き
続
き
皆
様
か
ら
の
山
行

報
告
を
期
待
し
て
い
る
。
登
頂
済
み
六

十
四
座
は
次
の
通
り
。 

▽
剣
ケ
峰
▽
鹿
島
槍
南
峰
▽
鹿
島
槍

北
峰
▽
五
龍
岳
▽
唐
松
岳
▽
爺
ケ
岳
▽

布
引
山
▽
西
穂
高
丸
山
▽
大
黒
岳
（
以

上
長
野
県
）
▽
新
山
▽
七
高
山
▽
以
東

岳
（
山
形
県
）
▽
男
岳
▽
八
幡
平
▽
茶

臼
岳
▽
三
ツ
石
山
（
岩
手
県
）
▽
祝
瓶

山
（
山
形
県
）
▽
猫
ケ
魔
岳
▽
猫
石
（
以

上
福
島
県
）
▽
山
伏
岳
▽
須
金
岳
（
宮

城
県
）
▽
大
白
森
▽
白
岩
岳
▽
奥
岳
▽

丁
岳
▽
小
白
森
山
▽
大
石
岳
▽
剣
岳
▽

竜
ケ
森
▽
小
岳
▽
御
衣
森
▽
中
岳
▽
相

ノ
山
（
岩
手
県
）
▽
木
和
田
山
▽
七
滝

山
▽
前
岳
▽
霊
峰
▽
本
山
▽
八
塩
山
▽

毛
無
山
▽
姫
ケ
岳(

阿
仁
）
▽
日
住
山
▽

真
山
▽
太
平
山
（
羽
後
）
▽
大
平
薬
師

▽
房
住
山
▽
高
山
▽
高
尾
山
▽
大
平
山

（
姫
神
山
）
▽
岩
谷
山
▽
虚
空
蔵
山
▽

寒
風
山
▽
七
ツ
森
（
岩
手
県
）
▽
観
音

森
（
岩
城
）
▽
姫
ガ
岳
（
男
鹿
）
▽
駒

鳴
峠
▽
白
山
▽
権
現
座
▽
母
谷
山
▽
大

平
山
（
刈
和
野
）
▽
妙
見
山
▽
茂
谷
山

（
能
代
）
▽
八
宗
山
▽
高
城
山 

 

東東
北北
・・
北北
海海
道道
地地
区区
集集
会会
のの  

秋秋
田田
開開
催催
にに
つつ
いい
てて  

  
  
  
  
  
  
  
  

小小
松松
芳芳
美美  

七
月
十
二
日
の
福
島
集
会
で
、
東

北
・
北
海
道
地
区
の
第
三
十
九
回
集
会

（
令
和
八
年
予
定
）
の
秋
田
開
催
が
内

定
し
た
。 

開
催
準
備
に
当
た
り
、
秋
田
支
部
の

現
状
や
力
量
（
会
員
減
少
、
高
齢
化
、

事
務
局
の
経
験
不
足
な
ど
）
を
勘
案
し
、

方
向
性
を
次
の
よ
う
に
捕
え
て
い
る
。 

・
秋
田
市
か
ら
比
較
的
に
近
い
開
催
場

所
と
山
行
地
と
す
る 

・
宿
泊
人
員
の
多
い
施
設
を
会
場
と
し

て
選
定
す
る 

・
登
山
の
難
易
度
が
低
い
山
を
選
定
す

る―

な
ど
で
あ
る 

 

現
段
階
で
は
次
の
実
施
要
領
を
有
力

と
考
え
て
い
る 

・
開
催
日 

令
和
八
年
七
月
十
日
（
土
）
、

十
一
日
（
日
） 

・
会
場 

男
鹿
市
及
び
大
潟
村
の
施
設 

・
山
行
と
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
案 

寒
風
山

を
メ
イ
ン
と
し
た
山
行
コ
ー
ス
と
散
策

コ
ー
ス
の
候
補
地
を
同
地
区
で
選
定 

 

今
後
は
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
な
ど
を
考
慮
し
、
打
開
策
を
練
り

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。
会
員
各

位
に
は
趣
旨
を
理
解
の
上
、
ご
協
力
を

切
に
お
願
い
し
た
い
。 

貴貴重重なな資資料料にに  
見見入入るる参参加加者者  

ゆゆ
っっ
くく
りり
山山
行行  

第第
二二
回回
はは
房房
住住
山山
へへ  

鎌鎌
田田
倫倫
夫夫  

九
月
二
十
八
日
（
土
）
集
合
場
所
の

厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
は
予
定

通
り
の
七
名
が
集
ま
り
上
小
阿
仁
村
の

房
住
山
に
向
か
っ
た
。 

夏
の
水
害
で
一
部
片
側
通
行
の
情
報

が
あ
っ
た
の
で
町
の
観
光
協
会
へ
事
前

に
問
い
合
わ
せ
て
お
い
た
。 

登
山
口
の
「
ぼ
う
じ
ゅ
館
」
に
立
ち

寄
っ
て
か
ら
駐
車
場
に
向
か
う
と
若
月

寿
会
員
が
待
っ
て
お
り
、
八
名
全
員
が

揃
っ
た
と
こ
ろ
で
出
発
す
る
。 

 

出
発
し
て
間
も
な
く
房
住
神
社
に
着

き
参
拝
し
て
無
事
を
祈
る
。
稜
線
は
一

番
か
ら
の
縦
走
コ
ー
ス
の
合
流
点
に
な

っ
て
お
り
ベ
ン
チ
も
あ
り
休
憩
す
る
。

最
近
刈
り
払
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
歩
道

は
歩
き
易
く
と
て
も
快
適
で
あ
る
。 

こ
の
コ
ー
ス
は
平
成
二
十
七
年
十
月

三
十
一
日
に
秋
田
支
部
で
企
画
し
て
お

り
、
当
時
は
三
階
建
て
の
山
頂
小
屋
は

蛍
光
灯
付
き
の
休
憩
室
に
な
っ
て
い
た

が
、
現
在
三
階
の
休
憩
室
は
使
用
で
き

ず
、
二
階
の
展
望
室
ま
で
も
注
意
し
て

上
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

尚
、
ぼ
う
じ
ゅ
館
の
管
理
人
に
聞
い

た
と
こ
ろ
修
理
の
予
定
は
な
い
そ
う
だ
。 

参参
加加
者者 

柳
田
勇
悦 

若
月 

寿 

鎌
田
倫
夫 

三
浦
昭
男 

会
員
外
四
人 

 
  

個個
人人
山山
行行
報報
告告  

  
  
  
  
  
  
  
  

  

「「
御御
衣衣
森森
」」
再再
訪訪  

歩歩
仁仁
内内
昌昌
樹樹  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

あ
る
人
か
ら
「
御
衣
森
（
み
そ
も
り
）

ま
で
の
道
が
で
き
て
い
る
」
と
聞
い
た

時
は
、
ま
さ
か
と
思
っ
た…

。 

御
衣
森
は
太
平
山
の
東
側
に
位
置
す

る
標
高
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
で
、

登
山
道
は
な
い
。
奥
岳
山
頂
か
ら
延
び

る
尾
根
を
進
む
こ
と
に
な
る
が
、
一
〇

五
四
メ
ー
ト
ル
と
九
六
六
メ
ー
ト
ル
の

ピ
ー
ク
を
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
激
し
く
、
何
よ

り
も
、
猛
烈
な
藪
漕
ぎ
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。 

ピ
ッ
タ
リ
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
い

う
山
頂
以
外
に
、
眺
望
が
優
れ
て
い
る

訳
で
も
な
く
、
一
般
登
山
者
向
け
と
は

言
え
な
い
た
め
、
道
が
で
き
て
い
る
と

い
う
話
は
信
じ
難
か
っ
た
。 

是
非
と
も
自
分
で
確
か
め
て
み
た
い

と
思
い
、
令
和
六
年
九
月
二
十
九
日
に

太
平
山
野
田
コ
ー
ス
を
出
発
し
た
。 

私
が
御
衣
森
を
知
っ
た
の
は
平
成
二

十
二
年
の
時
で
あ
る
。
日
本
山
岳
会
に

入
会
す
る
以
前
で
、
私
は
大
橋
忠
雄
会

員
と
山
行
を
共
に
す
る
こ
と
が
あ
り
、

こ
の
年
の
十
一
月
二
十
八
日
に
大
橋
さ

ん
か
ら
誘
わ
れ
て
御
衣
森
を
登
頂
し
て

い
る
。 

十
四
年
も
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ

の
山
行
は
今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

旭
又
コ
ー
ス
を
六
時
に
出
発
し
た
が
、

登
山
口
に
戻
っ
た
の
は
十
八
時
で
あ
っ

た
。
日
が
短
く
な
っ
た
時
期
で
、
奥
岳

山
頂
か
ら
は
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
点
け
て

下
山
し
た
。 

奥
岳
か
ら
御
衣
森
の
間
は
あ
ま
り
の

藪
漕
ぎ
で
往
路
と
復
路
に
そ
れ
ぞ
れ
一

度
ず
つ
ル
ー
ト
を
見
失
い
、
特
に
復
路

で
は
現
在
地
も
分
か
ら
な
く
な
り
、
ビ

バ
ー
ク
を
覚
悟
し
た
。 

先
を
歩
く
大
橋
さ
ん
が
三
メ
ー
ト
ル

離
れ
る
と
姿
が
見
え
な
く
な
る
程
の
藪

で
、
市
販
の
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
伸
ば

し
な
が
ら
進
ん
だ
の
は
、
こ
の
時
が
最

初
で
最
後
で
あ
る
。 

正
直
、
現
在
地
が
分
か
ら
な
く
な
っ

た
時
、
私
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
て
い
た
。 

「
ぶ
に
う
ち
く
ん
、
ま
ず
は
座
っ
て
、

何
か
食
べ
よ
う
」
と
大
橋
さ
ん
か
ら
声

を
掛
け
ら
れ
、
あ
ん
パ
ン
を
食
べ
た
ら

落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
こ
と
が
忘
れ

ら
れ
な
い
。 

も
う
訪
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て

い
た
御
衣
森
で
あ
っ
た
が
、
二
回
目
の

登
頂
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

シ
メ
沢
、
貝
倉
沢
を
詰
め
て
太
平
山

を
下
山
す
る
沢．
ヤ．
が
拓
い
た
道
で
あ
る

た
め
、
登
山
道
と
言
え
る
立
派
な
も
の

で
は
な
い
が
、
藪
漕
ぎ
を
し
な
い
で
歩

く
こ
と
が
で
き
た
。 

十
四
年
前
に
大
橋
さ
ん
が
記
念
に
と

鉈
目
を
入
れ
た
山
頂
の
立
木
は
見
付
け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
何
も
な

か
っ
た
山
頂
に
は
堀
井
弘
顧
問
製
作
の

看
板
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。 

ココ
ーー
スス
タタ
イイ
ムム 

７:

０
０
登
山
口 

～
９:

４
０
奥
岳
～
１
０:

５
０
御
衣
森

（
昼
食
）
～
１
２:

３
０
奥
岳
～
１
４:

５
０ 

登
山
口 

 
  

（
単
独
行
） 



（4）　日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

 

訃訃  

報報  
  

韓韓
国国
岳岳
人人
・・
李李
載載
洪洪
氏氏
逝逝
くく  

  

  

 
 
 
 
 
 
 

佐佐
々々
木木
民民
秀秀  

  

長
い
間
、
秋
田
支
部
と
親
交
の
あ
っ

た
韓
国
岳
人
・
李
載
洪
氏
は
、
病
気
療

養
中
の
と
こ
ろ
去
る
六
月
に
永
眠
さ
れ

ま
し
た
。
（
享
年
七
十
九
） 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
祈
り
、
哀
悼
の
誠

を
表
し
ま
す
。 

訃
報
は
、
韓
国
山
岳
会
慶
南
支
部
会

員
で
も
あ
る
京
都
市
の
城
木
ケ
イ
子
さ

ん
か
ら
鈴
木
裕
子
前
支
部
長
に
メ
ー
ル

が
届
け
ら
れ
て
の
知
ら
せ
で
あ
っ
た
。 

李
氏
は
、
韓
国
山
岳
会
・
元
老
会(

旧)

の
会
員
で
、
秋
田
支
部
に
よ
る
訪
韓
登

山
の
際
に
は
、
そ
の
度
ご
と
に
配
車
を

担
当
し
て
下
り
、
い
つ
も
笑
顔
で
快
く

迎
え
て
下
さ
っ
た
。 

ま
た
、
元
老
会
で
は
最
も
若
い
実
力

の
あ
る
会
員
で
も
あ
っ
た
。 

こ
れ
ま
で
数
回
の
来
秋
で
、
太
平
山

や
駒
ケ
岳
、
鳥
海
山
等
を
当
支
部
会
員

と
共
に
登
山
を
楽
し
ん
で
い
る
が
、
中

で
も
、
平
成
五
年
六
月
、
太
平
山
山
頂

に
姉
妹
山
締
結
記
念
標
柱
を
設
置
し
た

こ
と
や
、
平
成
十
八
年
六
月
に
鶴
ノ
湯

温
泉
で
行
わ
れ
た
東
北
・
北
海
道
地
区

集
会
に
は
、
奥
様
を
伴
っ
て
参
加
さ
れ
、

好
き
な
温
泉
を
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
な

ど
が
憶
い
出
さ
れ
る
。 

李
氏
は
、
腰
痛
で
長
い
間
登
山
は
中

止
し
て
い
た
が
、
電
話
や
賀
状
で
の
交

流
は
忘
れ
る
こ
と
な
く
親
交
を
深
め
て

い
た
だ
い
た
。 

昨
年
の
十
一
月
に
、
李
氏
の
岳
友
で

も
あ
る
崔
在
一
氏
一
行
が
来
秋
さ
れ
た

際
、
李
氏
本
人
か
ら
突
然
電
話
が
あ
り
、

そ
れ
が
最
後
の
声
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

私
を
常
に
〝
兄
貴
、
兄
貴
〟
と
呼
ん

で
い
た
あ
の
声
が
懐
か
し
い
。 

先
に
逝
っ
た
私
の
岳
兄
・
曺
斗
鉉
氏

を
始
め
、
秋
田
支
部
訪
韓
の
度
ご
と
に

支
え
て
下
さ
っ
た
数
多
く
の
韓
国
岳
友

の
ご
冥
福
も
合
わ
せ
て
祈
り
た
い
。 

（
合
掌
） 

  

支支
部部
連連
絡絡
会会
議議
参参
加加
報報
告告  

 

１ 

開
催
日
＝
九
月
十
九
日 

２ 

開
催
場
所

＝
オ
ン
ラ
イ
ン 

３ 

出
席
者
＝
本
部
・
橋
本
会
長
ほ
か
、

秋
田
支
部
・
高
橋
雄
悦 

４ 

本
部
報
告
の
要
点
は
次
の
通
り
。 

・
広
報
委
員
の
設
置
に
つ
い
て 

会
員

増
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
一
般
の
人

や
企
業
に
対
す
る
広
報
活
動
を
強
化
す

る
。
そ
の
一
環
と
し
て
ニ
ュ
ー
ス
配
信

会
社
「
Ｐ
Ｒ 

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
」
と
契
約
し

て
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
流
し
て
い
く
。 

・
東
京
支
部
の
設
立
に
つ
い
て 

準
備

が
整
い
、
二
〇
二
五
年
四
月
に
設
立
総

会
を
開
催
す
る
予
定
。 

・
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い
て 

入

会
申
込
書
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
し
た
ほ
か
、

一
般
会
員
へ
グ
ー
グ
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
を

配
布
す
る
。 

・
新
入
会
員
の
獲
得
目
標
に
つ
い
て 

各
支
部
が
目
標
数
を
公
表
し
た
。
秋
田

支
部
は
三
人
と
し
た
。 

・
財
務
改
善
策
に
つ
い
て 

会
誌
「
山
」

郵
送
の
た
め
毎
年
四
百
万
円
か
か
っ
て

い
る
が
、
郵
便
料
金
の
値
上
げ
で
来
年

か
ら
百
二
十
万
円
程
度
郵
送
代
が
膨
ら

む
見
通
し
。
対
策
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
を
進
め
た
い
が
、
紙
を
な
く
す

わ
け
に
も
い
か
な
い
。
会
費
値
上
げ
の

必
要
性
も
含
め
て
、
対
応
を
来
年
の
総

会
で
決
め
た
い
。 

 

・
本
会
百
二
十
周
年
記
念
式
典
に
つ
い

て 

新
宿
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
予

定
し
て
い
る
。
出
席
者
は
四
百
人
を
目

標
と
し
た
い
。
こ
れ
ま
で
と
は
ス
タ
イ

ル
を
変
え
て
支
部
主
体
の
式
典
と
し
た

い
。
こ
の
た
め
、
各
支
部
に
出
席
者
確

保
を
割
り
当
て
た
い
。 

（
高
橋
雄
悦
）   

会会

務務

報報

告告  
 

事事
務務
局局
会会
議議  

〇
十
一
月
五
日
（
火
）
午
後
一
時
か
ら
、

秋
田
市
泉
コ
ミ
セ
ン
で
。 

秋
田
支
部
設
立
六
十
五
周
年
記
念
式

典
に
向
け
て
、
事
務
局
員
に
よ
る
役
割

分
担
な
ど
最
終
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。 

出
席
者 

 

鎌
田
倫
夫 

後
藤
浩
二 

三
浦
昭
男 

小
松
芳
美 

高
橋
雄
悦 

─
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

 

■
編 

集 

後 

記 
 

支
部
設
立
六
十
五
周
年
記
念
式
典
の

記
事
を
掲
載
し
た
会
報
百
三
十
二
号
を

お
届
け
し
ま
す
。
式
典
で
鈴
木
顧
問
の

記
念
講
演
を
聴
き
な
が
ら
、
支
部
の
諸

先
輩
が
刻
ん
で
き
た
輝
か
し
い
歴
史
と

伝
統
に
改
め
て
感
動
し
、
敬
意
を
覚
え

ま
し
た
。
同
時
に
、
こ
の
伝
統
を
受
け

継
い
で
次
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る

た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
自

問
自
答
し
て
い
ま
す
。 

（
高
橋
雄
悦
） 

写写
真真
右右
かか
らら
曺曺
斗斗
鉉鉉
氏氏
、、
李李
載載
洪洪

氏氏
、、
筆筆
者者
＝＝
平平
成成
五五
年年
六六
月月
撮撮
影影  


